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	応用
	抗原情報
	背景
	機能:アンドロゲンによって調節される毛包の成長に役割を果たす可能性があります。,誘導:ジヒドロテストステロン (DHT) によるものです。,類似性:AIG1 ファミリーに属します。,組織特異性:心臓、卵巣、精巣、肝臓、腎臓で高く発現し、脾臓、前立腺、脳、骨格筋、膵臓、小腸、結腸では低レベルで発現し、末梢血白血球、胸腺、肺、胎盤では検出されません。 AIG1の発現は、女性の毛包よりも男性の毛包で高い。,機能：アンドロゲン制御による毛包の成長に関与している可能性がある。,誘導：ジヒドロテストステロン（DHT）による。,類似性：AIG1ファミリーに属する。,組織特異性：心臓、卵巣、精巣、肝臓、腎臓で高発現し、脾臓、前立腺、脳、骨格筋、膵臓、小腸、結腸では低発現し、末梢血白血球、胸腺、肺、胎盤では検出されない。AIG1の発現は、女性の毛包よりも男性の毛包で高い。,
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	AIG1抗体を用いたHeLa細胞およびJurkat細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	AIG1 抗体を使用した HT-29 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	AIG-1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

